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第２２２回  エフエム栃木放送番組審議会   議事録 

 

 

１  開催年月日    平成２８年１０月１７日（月）  １１：００～１３：００ 

 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル  

 

 

３  委員の出席    委員総数 ６人 

出席委員数  ６人 

 

（１） 出席委員の氏名   片山 貴之 （委員長）  

君島 理恵 （副委員長） 

青木 敬信 

早川 冨美子 

畠山 大 

町田 明久 

 

（２） 放送事業者側出席者  関根 房三（代表取締役社長） 

床井 和夫（業務推進本部副本部長）  

佐藤  望（放送部長）  

古寺 雄史（放送部課長） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換  

（２）その他  

（３）次回開催日程について  

 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

９月２２日放送の録音番組「Dual サプリ」について、試聴と意見交換を行った。  

 

事業者  

この番組は、９月より木曜の夜９時から３０分間の録音番組として、放送スタートしたもので、 

ホリプロ所属のフリーアナの須賀由美子がパーソナリティを務め、女性が元気で活躍できるよう、

心と身体を元気にする情報を提供しています。  
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【  番  組  の  試  聴  】  

 

委員： 

須賀さんは常にリスナーの立場を考えながら、２人のトークゲストの話を注意深く聞いていて、  

内容が伝わりにくい場面では巧くフォローを挟んで、話をコントロールしていた。  

また、エンディングでは、自身の言葉で今日の内容を振り返り、分かりやすくまとめていた。  

 

委員： 

ココロ編で話を伺った瀬戸口さんの話は簡潔に分かりやすく、その内容も濃く、とてもために  

なった。 

瀬戸口さんは、毎回登場するのか？  

 

事業者： 

月ごとにゲストが替わり、今回、試聴の回は瀬戸口さん出演回全４週分の３回目だった。  

 

委員： 

その回から初めて聞いた人でも分かるよう瀬戸口さんの紹介を毎回詳しく入れた方がよいと思う。 

 

委員： 

おクスリ編では、かかりつけ薬剤師について、その意義こそ感じられるものの、利用者側の  

メリットやその選び方には具体的な説明が乏しく、放送尺の割には内容が薄く感じられた。  

 

事業者： 

CM 枠は無いため、このコーナーの中で事業の宣伝や薬剤師の募集告知を入れていきたいという  

スポンサー側の意向がある。  

 

委員： 

選曲も良く、ジングルは効果的に使われていた。が、ジングルの中で連呼していた「Dual」が、 

「デュオ」など、別な言葉に聞き取れてしまい、違和感があった。  

 

事業者： 

各コーナーのＢＧＭのレベルはどうか？ 

 

委員： 

BGM の音量レベルが高くなって、聞き耳を立てないと話の内容が聞き取りにくい箇所があった。 

 

委員： 

  木曜日の夜は、週末に向けて自身の身体や心のケアについて関心がある時間帯であり、  

このような番組をこの時間帯に編成したことを評価したい。  

 

事業者： 

スポンサーの栃木県薬剤師会も、現在、その業務に就いて働いている方が、その仕事帰りに  

聴いてくれたらと、この時間帯をも了承してくれた。  
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委員： 

堅いテーマではあるが、このように軽快で柔らかく話が入ってくる作りは良い。  

全体を通して聞き心地がよく、落ち着いて聞けた。  

内容も興味深く、次回も聞いてみたいなと思わせる番組だった。  

（以上） 

 

 

（２）その他  

なし 

 

（３）次回開催日程について  

次回の開催を１１月７日（月）とすることについて、全出席委員の了解を得た。  

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日  

  なし 

 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日  

（１）放送  １０月３０日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内  

（２）書面  本社事務所に備え置き  

（３）インターネット  エフエム栃木ホームページ内  

 

 

８  その他の参考事項  

なし 


